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                     蔵前-関西 5 支部午餐会 kan5.sakura.ne.jp            

 

作成：2018/01/08 長井 

蔵前-関西午餐会メモ 

  平成 30 年 2 月 6 日(火) 12 時～14時 30 分  大阪中央電気倶楽部 317 会議室  出席 25 名 

-----------（HP 掲載の内容）----------------------------- 

月例講演   

２．講演 

講師： 北野利男 氏（（S37 繊維卒））元 東洋紡 

演題： 山を巡り、山に学ぶ』…山の大自然と歴史を訪ねて 

繊維工場の自動化オートメ化推進業務からの退職後、地元須磨山から好きな登山を周辺歴史と 

自然観察を含めて再開した。さらに、国内の百名山・二百・三百と対象を広げ、海外の有名峰 

まで、たいへん数多くの峰々を踏破している。 

【まとめ】 

山の風物と山登りを、何よりも愛する講師のそのルーツは故郷-伊奈の中学生時代にある。 

木曽駒ヶ岳をはじめ、4座の 3000m を愛し、大学時代まで繰り返しの登山で山の魅力を満喫した。 

自然の恵みと歴史学を傍らに健康と英気を享受できる山登りは、講師の日常で最も価値と意味の 

ある趣味となっている。登山の歴史とあちこち山々の醍醐味を解説した講演は、その危険性予防策 

で、メめられた。高齢者登山ブームが 健康増進に資するよう留意して取り組みたい。 

 

------------------------------------------ 

【Ques．＆ Ans．】 

Q1：アーネスト サトウ」は どのような人ですか？ 

Ans：イギリス人外交官。「サトウ」はスラブ系の名前です。 

 

Q2： 高所での恐怖感はありますか？例えば、須磨アルプスの門渡りに、手すりナシであるが？？ 

Ans： 恐怖症ではないが、怖いところはそれなりに怖い（恐怖感あり）。 

 

Q3： 大山縦走路、現在どうなっていますか（昔に行った経験あるが、最近は未詳）？ ？ 

Ans： 現在は「崩れ」が激しく、通行禁止である（個人として行く人はあるようだが）。 

------------------------------------ 

  



山山を巡りを巡り、山に学ぶ、山に学ぶ 人生最終章人生最終章

話題提供 北 野 利 男
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山の魅力 「 なぜ山に？ 」 （私見）

・ひと言で云えば ⇒「好奇心」

・達成感を味わう ⇒自己満足

・神秘的な未知の体験「冒険心」

・自然や史跡の写真取材をする

・生命の原点とか、神仏を想う

・心身の健康診断 と健康増進
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

「じいちゃんはどうして山に登るのと
訊ねる幼を山に連れゆく」



3

山の魅力 -- 風景

南ア、荒川岳にて

北ア、涸沢より

東
北
・
朝
日
連
峰
に
て
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私の「山歴 」

・出身は、長野県伊那市（中央アと南アの間、伊那盆地）
百名山3000ｍ級 4座 (朝日に光る木曽駒ヶ岳・空木岳
及び夕日に輝く甲斐駒ヶ岳・仙丈ヶ岳)を仰いで育つ。

・中二の時木曽駒ヶ岳登山。 その後周囲の山へ。
・高校、大学時代、身近な友人に山岳部長がいた。
・社会人時代、盆休みなどに先輩・同僚と北アへ。
・退職前、山好きを誘って「やまなべ会」を結成。
「山に登り鍋を囲もう」がモットー、25年間に例会241回超

・退職後、百名山を2006年、家内も6年後に達成。
・兵庫100山2013年、関西百名山を2014年に達成。
・その他、残りの都道府県最高峰を2015年に完登。
・花の百、日本二百、三百名山は共にほゞ９割達成。
・海外は富士山以上を８座。 毎朝登山 6000回超。
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退職後の山歩き
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日本人はいつから 「登るようになったか？」

狩猟採取から自然崇拝へ

・日本は豊かな山国、日本人は「山の自然」と共に生きてきた。
「狩猟採取」は太古から現代まで続く。但し「登山」ではない。

・農耕が始まると「水源の山」に感謝し、「災害の山」に祈った。
数多の自然の恵みに感謝し、多くの災害の根源の山を恐れ祈った。

大きく美しい山を⇒神の籠る山、神奈備山、神体山と崇めた。

・自然の象徴たる「山」を人知を超えた「神」とし、畏敬の念で、
感謝・尊崇・慰霊の意を表わすため祭を行い、山上に祠を祀った。
崇拝対象を個々の「自然」にも求めた結果、八百万の神が生じた。

・仏教が入り、神仏習合の修験道により、行者達の登山が始まる。

・宗教家による開山。富士山、白山、立山、御嶽山等への講参拝。
石鎚/大山や、播隆上人の「槍ヶ岳開山」等で修行登山が大衆化。
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仙人池にて

鷲羽岳より

美しい 山の風景
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「登山」も外国人から学んだ

外国人から学んだアルピニズム

・1862（文久2）年、アーネスト・サトウ：英公使で通訳、日本の
山を歩き廻り、日本アルプスの名づけ親とされる。幕末史に多出。

・1888（明治21）年、ウォルター・ウェストン：英人宣教師、上條
嘉門次との友情、「日本アルプスの登山と探検」イギリスで出版。

・1868（明治元）年、アーサー・ヘスケス・グルーム：英人貿易商、
元グラバー商会、紅茶貿易、ホテル業、別荘開発、明治30年代に
日本初の「神戸ゴルフ倶楽部」、毎日登山の元祖、「六甲山開祖」

・欧米人の山登り（レクリエーション）を見倣って、市民は身近な
趣味の登山を始める。大正期「神戸ヒヨコ登山会」創設、95周年。

・近年の登山ブームでは、心身の健康のための登山が一般的に普及。
登山用品の大衆化、ツアー登山、高齢者、山ガール、山の日制定。
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アーネスト・サトウは、英外交官、通訳、
ライター、「日本アルプス」の名付親

日本の山を愛した
最初の西洋人

サトウの次男
武田久吉は

英国留学、植物学者、京大・北大講師

日本山岳会設立へ、第6代会長
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ウェストンが紹介した

日本アルプス
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グルームが拓いた

六甲山
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市民の山六甲山
・六甲山の緑化

・毎日登山運動

・全山縦走大会

・多くの登山会

グルーム祭
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高嶺の花の魅力 -1

エゾノツガザクラとチングルマ

レブンアツモリソウ

イワタバコ
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ヒマラヤの山の神仏

ストゥーパ 仏塔

カンニ 仏塔門

ﾀﾙチｮ
祈祷旗
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ガンガプルナ峰と小規模な氷河
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7～8000ｍ峰と最大規模のゴジュンバ氷河
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ケニア、タンザニア

キリマンジャロ
5895ｍへ

マサイ族の踊り

アンボセリ国立公園
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キリマンジャロ
5895ｍ 頂上



19

ボリビア・アンデス 6008ｍへ 首都ラパスの街



20

ウトゥルンク峰
登頂 6008ｍ
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［講演の狙いと概要］…趣旨・補足 

まず、日本一の山＝富士山。「なぜ山へ？」と聞かれると 

「山が好き・好奇心を充たし、達成感が最高である」と答える。 

山登りの傍ら、主に 歴史・神社等の Photo 撮影、健康増進 など楽しみ多い。 

10 年前の作歌「 じいちゃんは どうして山に 登るのと 訊ねる幼なを 山に連れゆく 」 

 

（山登り）魅力の１st＝ 風景 

  ⇒ 山、太陽、富士山 …… 紅葉、植物(ヒメサユリ) 

     ↓          登山道の側に並んで揺れている様＝ギャラリからゴルフ場で受ける拍手に似たり 

 日本の 世界遺産の多くが 山 に関するもの 

----------------------------------------- 

私の山暦 

・長野県伊那市の出身／3000m 級百名山※の内４座… 木曽駒ヶ岳、空木岳、甲斐駒ヶ岳、仙丈ヶ岳に囲まれている 

  ※ 3000m 超は 日本に全 21 座（なお木曽駒ヶ岳(2956ｍ)、空木岳(2864ｍ)、甲斐駒ヶ岳(2966m)、仙丈ヶ岳(3033m)） 

・中２ ～ 大学 の間、友人の登山家と身近なものとして適宜の登山を続けていた（登山部所属ではなかったが）                  ・ 

・（東洋紡勤務(本社他)からの）退職後に、日本百名山（約 半分が残っていた）の制覇を再開（完登）した。 

・さらに、兵庫百山・関西百名山 も完登。 

・最近は、花の百名山・日本二百山 三百山の登頂を続けている（ ８７％を果たしている） 

・海外で 4000ｍ級以上を８座 ＋ 須磨毎朝登山 6,000 回 を達成している。 

----------------------------------------- 

須磨アルプス…「スマ」＝ 摂津の「スミ」から（向こう側は播州からけさの朝焼け六甲-須磨山頂上からの Photo あり） 

 

日本アルプスの概略                    

            北アルプス 

             中央道     ここが故郷の山    ↓中 2の登山 Photo あり 

               ／  ⇒ 空木岳  木曽駒         

     中央アルプス   ／        ／＼  ／＼ ／＼  高遠城の桜 

            ／          伊那  ／＼  ／＼ ／＼ 

           ／      南アルプス   仙丈ヶ岳   甲斐駒 

                               ／＼北岳 

----------------------------------------- 
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現役頃の山登り ⇒ 職場仲間と盆休みなどに北アルプスへ…楽しみとして年 1回程度 、50 歳以降にやまなべ会（ ＝ 250 回超 ）                   

退職後の山登り ⇒ 須磨-毎朝登山 ＋各種-山の会 、さらに 百名山～ （趣味として、内容・対象・場所  が拡がる） 

----------------------------------------- 

日本人はいつから山登りしていたか  神奈備山  大神（オオミワサン） 

・農耕（水源）＋狩猟  ＆ 神体・信仰 

宗教家による開山       ↓ 

 富士・白山・立山・御嶽山←八百万の神（修験道）               

更に 石鎚・大山・槍ヶ岳（播隆上人） など       

             ↓        ex        ． 

    大衆化 一方で   神秘性    ブロッケン現象  

  更に                   

  ・紅葉   ←  火口           

  ・奇岩 

  ・柱状節理 ←火口マグマの凝固過程で生成 

神体山 登神 

・三輪山 =  大神神社 ＝大物主大神 

・富士山 =  浅間大社 ＝此花咲夜媛 

・石鎚山 =  石鎚神社 ＝金剛蔵王権現   アズミゾク 

・穂高山 =  穂高神社 ＝穂高見神    ⇒ 安曇族の神さま   式年遷宮 

                              里宮・奥宮・嶺宮 

 修験道へ                            明神池 頂上 

-----------------------------------------          (上高地の奥) 

外国人から学んだ登山 ＝ ・アルピニズム 

 

・アーネスト サトウ  1862 年 日本の山歩き「日本アルプス」命名 

   内妻=武田カネ→次男＝武田久吉 日本山岳会を設立 

・ウォルター ウェストン 1888 年来日 宣教師-上高地へ 

  ⇒ 日本アルプスを海外に紹介（上条嘉門次と長く交流） 

・アーサーヘスケス グルーム 1868 年 六甲山上を拓く（六甲ゴルフクラブ） 

  ⇒ 六甲山を楽しみの場所として開発、ゴルフ・ウィスキーetc ←開祖の碑を 戦前に建立したが その後 陸軍が廃棄 

           市民の山 = 六甲山へ（須磨アルプスを含めて） 

------------------------------------------ 

    自分が彼方の 

｜ ♀ ｜   山上雲に映る 
 ↑ 

    ♀   コチラの自分像  
   ／＼（山頂に立つ） 
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日本人の登山家 

・藤木九三 RCC（岩登り愛好家グループ）を発足-芦屋「ロックガーデン」 

・加藤文太郎  単独行の登山家「孤高の人」(新田次郎著)モデル  六甲全山縦走のスタート 

・植村直己  5 大陸＋（南・北）極地の探検・踏破後、アラスカ マッキンリーで行方不明 

----------------------------------------- 

ヤマでの楽しみ 

・高山の「花々」 … 山の魅力（第２点目） 

   代表的には  ・レンゲショウマ  ・オオヤマレンゲ  ・ヤマシャクヤク 

・「野鳥」（と植物） … ・雷鳥  ・オコジョ  ・ニホンカモシカ  

・「狼（ニホンオオカミ）」のこと ← 「益獣」でもある 

・「高山蝶」 アサギマダラ ＝ 1000km を旅する 

       ミヤマヒカゲ ＝ 幼虫 2 年越冬後に成虫へ  ← 田淵行男 記念館＝安曇野の写真美術館 

------------------------------------------ 

外国の山に登る 

・ネパール登山…「Ｕ 字谷」・「氷河 … 減少 顕著」 

・キリマンジャロへの道   さらに…  各地（ヒマラヤ・アフリカ・南アメリカ  の各地の山々へ） 

------------------------------------------ 

その他 あれこれ 

・家族と（一緒に）行く百名山 

・一人旅は落ち着ける 

・一人行で足がすくんだ 「難所」 ⇒ ・戸隠-蟻の門渡り、・乾徳山(山梨県)の垂直壁、・八海山の岩峰、・大峰山奥駆け道-山上ケ岳 

・富士山(頂上)の住所 ＝ 所在（帰属）がハッキリしていない                       （女人禁制・西の覗き） 

  考え方＝「浅間神社」の所有(持ち物) ⇒ 「山梨」・「駿河(静岡)」で争ったまま（「資産」の獲り合い） 

------------------------------------------ 

【登山事故への警鐘】 

１．徹底した判断力（集中力）を持つ・養う・使う 

２．ネット経由の最新情報を つかむ・生かす 

３．スマホで位置情報を得る（現在地・地形図 etc ） 

４．「アカンときは」引き返せ！「尾根に」向かえ！ など 

加えて ・ヘリに手を振るな（事故のモト、誤解救急のモト） 

    ・家（の中）でケガしないこと                              以上  

------------------------------------------  


